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重さと弾性を高めた風船バレーボールを使用し，ボレー（空中で弾く動
作）のみでラリーが続く，ネット型ゲームの実践

１　研究主題の設定の理由
中学年の体育「ゲーム」には「ゴール型ゲーム」「ネット型ゲーム」「ベースボール型ゲーム」がある。ネット型ゲー

ムにおいては，ソフトバレーボールを基にした易しいゲームがよく行われている。小学校学習指導要領解説（体育
編）では，知識・技能において「ネット型ゲームでは，基本的なボール操作とボールを操作できる位置に体を移動す
る動きによって，易しいゲームをすること。」とある。これを達成するために，運動が苦手な児童への配慮の例として
「いろいろな高さのボールを片手，両手もしくは用具を使ってはじいたり，打ちつけたりすることが苦手な児童には，
飛んできたボールをキャッチして打つことを認めるなどの配慮をする」「ボールの落下地点やボールを操作しやすい
位置に移動したりすることが苦手な児童には，プレイできるバウンド数を多くしたり，飛んできたボールをキャッチし
てラリーを継続したりするなどの配慮をする。」とある。そのためソフトバレーボールを基にした易しいゲームを授業
で行う際には，捕球を許容したり，ワンバウンドを許容したりするルールを設けて授業を行うことが一般的である。し
かし，塙（2013）は「ボールキャッチを認めることで，次の動きまで時間を要しゲームのテンポが遅くなることや，バ
レーボール特有のボール操作技能をどこでどのように指導するのか，という課題が指摘されている」と述べている。
私は今までバレーボールの授業を捕球やワンバウンドを許容して行ってきた。しかし、捕球を許容するとゲームのテ
ンポが遅くなることで、ワンバウンドを許容したゲームでは、ラリーが中断する合図がわかりにくいことで、ゲームの
緊張感がなくなっている姿があった。児童に行ったアンケートの「もっとバレーボールの授業が楽しくなるためにはど
うすればよいと思いますか」という質問に対して，「ちゃんとしたバレーボールにする」「もうちょっと本格的なのがい
い」といった回答があった。
そこで、私は風船を利用したオリジナルのボールを作成し、捕球やワンバウンドを認めないボレー技術のみで行

うバレーボールのゲームを授業の中で行うことによって、児童がよりソフトバレーボールを楽しいと感じさせ，バレー
ボール特有のボール操作技能を高めることができると考えた。

２　研究仮説

３　研究内容
（1） 教材、教具の工夫

使用するボールには市販されている「風船バレーボール協会公認風
船」を使用した。風船には以下のような特性がある。

・落下速度が遅い
・当たっても痛くない
・少しの力で弾む

しかしそのまま使用すると風船が軽すぎるため、弾くと空気の抵　　　
抗を受けてコートのエンドラインまで風船がとばなかった。そのた
め、風船にビニールテープをきつめに巻き付けることによって重さ
と風船の弾性を高めたものを使用した（以下風船バレーボール）。ボ
ールの重さと落下速度を表１に示した。
風船バレーボールはソフトバレーボール（MSK78）やビニールソ

フトバレーボール（KVN100Y）と比べると非常に軽く、落下速度が
かなり小さいことがわかる。授業ではコートはバドミントンコート
と同等の広さで行い、ネットの高さは１５０㎝とした。ゲームのル
ールは以下のようにして行った。

（2） 分析方法
・児童へ単元の事前と事後に行ったアンケート
⇒事前アンケートでは児童のネット型ゲームの授業
　に対する意欲や意識を見取る。



・練習や話し合い、ゲームの様子をビデオカメラ、タブ
レットを用いて撮影した映像
⇒ラリーの回数、ラリーが中断した要因を定量化する。
児童の技能の変容を見取る。

・毎時間児童に記述させた学習カード
⇒児童の授業での学習状況、その変容を見取る。

４　研究の実際と考察
（1） 実践①
1 実践について
対象者：令和4年度三条市立嵐南小学校　4年1組（男子16名，女子14名）
児童について：4年1組の児童はバレーボールの授業を経験したことはなく、3年生の時のネット型ゲームの単元では

プレルボールを経験している。運動技能は全体的に低く、ゲームの単元では積極的に参加する児童
となかなかボールに触ることができない児童で二極化している。

対称単元：ゲーム（ネット型ゲーム）全５時間
期日：令和5年3月

2 授業の様子と分析結果
6人のチームを5チーム作り、授業を進めた。毎時間の導入の際、　

風船バレーボールの操作に慣れさせるために6人で円になってボールを
落とさずにパスをする時間を設けた。2時間目からは6人でパスをする活
動に加えてゲームを行った。ゲームの作戦をチームで考える活動、実際
のゲームを繰り返し行った。ゲームはチームの6人のうち3人がコートに入
り、5点取ったらゲームに出ていなかった3人と交代するという方法で行っ
た。どちらかのチームが先に10点取ったらゲーム終了とし、ゲームをするチームを交
代していった。また、3回以内に相手コートに返すというルールを設けて
行った。ラリーの回数を数えて、最高のラリーの回数と平均のラリーの回
数を算出した。A～Eチームまでのラリーの回数を記録した。Dチームのラ
リーの回数の平均を表２に示した。2時間目から３時間目にかけてラリーの回数が
減少した。これは、2時間目よりも3時間目の方が児童がボールの操作に慣れ、返球の弾道が低くなっていたためだと考
えらえる。3時間目から4時間目にかけてはラリーの回数が上昇した。これは、4時間目にボールを落とさないようするに
はどうすればよいかチームで作戦を立ててゲームに臨ませたため、ボールが落ちにくい位置取りをしたり、ボールを落と
さない意識が高まったりしたからだと考えられる。
3 児童の変容

Dチームに所属しているA児は、2時間目のゲームではボールを上手く弾くことができずにネットの下を通ってし
まっていた。ボールの下に早く移動できていなかった。しかし、4時間目のゲームでは、ボールの下に早く移動し、返
球する方向を向いて相手コートに返球することができていた。

2時間目のA児

4時間目のA児
児童にワークシートを
配付し授業の振り返

りを記述させた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



他にも、「パスをたくさんできた」「ラリーを続けることができた」といった記述が他の児童でも見られた。

（2） 実践②
1 実践②について

対象者：令和５年度三条市立嵐南小学校　4年３組（男子16名，女子15名）
児童について：4年3組の児童は運動技能が全体的に高い。事前アンケートのネット型ゲームの授業は好き　　　で

すかという質問に対しては25人が好きと回答している。3年生の時はプレルボールを経験している。
対称単元：ゲーム（ネット型ゲーム）全6時間
期日：令和5年10月~11月

2 授業の様子と分析結果
　実践①からの改善点は2点ある。1つ目は1チームの人数を6人
から4～３人に減らしチーム数を8チームにコートの数を２コートに
増やした。8チームを4コートで4対4のゲームを行わせ、常にどの
チームもゲームができるようにした。1時間の中で対戦する組み合
わせは変えずに同じチームと対戦し続けるようにし、次の時間に
なったら対戦相手を変えてゲームをし続けるようにした。2つ目は
ボールの弾き方について4パターンを児童から引き出し、どのよう
な時に有効か示したことである。児童にボールの弾き方はどのよう
なものがあるか聞くと「肩より上で両手で弾く」「肩
より上で片手で弾く」「肩より下で両手で弾く」「肩
より下で片手で弾く」の4つが出た。ボールが低
かったり、間に合わなさそうだったり時は肩より下
で弾くとやりやすく、ボールが高く上がっている時
や追い付けた時は肩より上がよいと価値づけた。
また、遠くに弾きたいときは片手がよいとなった。
2時間目からはそれぞれのチームでホワイトボー
ドを用いて作戦を立ててゲームに臨んだ。作戦を
立てる、ゲームを行うことを繰り返し行った。
ラリーの回数を記録ができたのは２４試合で

あった。チーム別の1時間ごとのラリーの平均回
数をグラフにしたものが表３であり、ラリーの最高
回数を表したものが表４である。Cチームは2時間
目の平均2回から、6時間目は2.81回まで記録を
伸ばした。最高回数は2時間目の6回から6時間
目は９回まで記録が伸びた。次にラリーが中断した
要因について記録した。相手コートへの返球が
コートの外にボールが出てしまった割合を算出した
（表５）。単元前半では返球がアウトになるケースが２０％
あったが、単元中盤から終盤にかけては、１０％程度まで下
がった。2時間目から3時間目にかけて低くなっている。３時
間目から6時間目までは同じ程度の値で推移した。ゲームを
行っていく中で学級全体でボールを相手のコートに返球する
技術が高まったからだと考えられる。

3 児童の変容
Cチームに所属しているB児は事前のアンケートで「ボールが

固くないか心配。足手まといにならないか心配」と答えており、バ
レーボールについての授業に不安を感じていた。２時間目は
ゲームの中で返球を試みたが、ネットに平行に打ちすぎてしま
い、ネットを越えないことが多かった。4時間目のゲームでは、
チームメートからパスされたボールを肩より上で、片手で自分が
向いている方向に弾きコート内に入れることができた。



B児は相手コートに体を向けて返したい方向に返球できた場面がたくさん見られるようになった。単元の最後の振り返
りでは「あぶないときうまくできてよかったです。最後だったけど楽しくできてよかったです。またバレーボールをやりたい
です。ほんとうにたのしかったです」と振り返った。

4 アンケートの結果
毎時間に行った形成的授業評価の結果を表に

示した。意欲についての項目が1～6時間目までで
全て2.5点以上を上回っており，高い値で推移して
いる。単元終了後のアンケートの「ソフトバレー
ボールと風船バレーボールを使った授業やどちら
が楽しいですか」という質問に対する回答は風船
を使ったバレーボールを選んだ児童が23人と，ソ
フトバレーボールを使ったバレーボールに比べて
かなり多かった。理由の中には「風船の方がラ
リーが続くから」「風船を使った方が長く続けられる
から。」「風船ボールの方が落ちるのがおそいから
，ラリーがいっぱい続いたから」といったラリーの
継続に関する記述や，「パスがいっぱいできるか
ら」「高くとぶし，うちやすいから風船のボールがい
いと思う。」「風船を使った方がよくとんでスパイク
がうちやすいから」といったボールの操作性に関
する記述も見られた。
５　考察

落下速度が低い風船バレーボールを使用
することで、子どもたちにとってボールが床に
落ちる前にボールを弾くことが容易になって
いった。その結果、ボールを落とさずに連続で
たくさん弾くことがゲームの中でできていた。
そのゲームの中のラリーを通して、相手の
コートに返球する技能を楽しい気持ちを維持
したまま高めることができたと考える。

６　研究の成果と課題
　実践を通した成果と課題は次の通りである。
　成果
1 風船バレーボールを使用することでボレー技術のみでラリーを成立させることができ、ラリーを続けることやパスを

することが楽しいと児童が感じることができた。
2 風船バレーボールを使用しボレー技術のみでラリーを成立させた中でゲームを継続的に行い、ボールを片手又は

両手で弾く、打ちつけるなどして相手のコートに返球する技能を高める児童が見られた。

　課題
1 バレーボール特有の技能の向上につなげたかったが、風船バレーボールの性質上、片手で弾くだけで十分操作

が可能なため、オーバーハンドパスやアンダーハンドパスの動きは身に付けさせることができなかった。
2 ボールが回転や空気抵抗によって変化しやすいため、狙った位置に撃ちづらい様子が見られた。また、ゆっくり落

ちてくるボールに物足りなさを感じている児童もいた。時間が進むに連れて、ビニールテープの巻き数を増やし重
さを高める等の工夫が必要であると感じた。

3 自分がいる場所に来たボールを返球することはできていたが、意図的なセットプレーはあまり見られなかった。ラ
リーの中で意図的なセットプレーが増えるような手立てが必要であると感じた。
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